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ごみの資源化にご協力ください

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

募 

集
住
宅
　
▼
単
身
者
専
用
…
３
戸
▼
単

身
者
・
２
人
家
族
向
け
…
１
戸
▼
２
人

以
上
家
族
向
け
…
５
戸
▼
３
人
以
上
家

族
向
け
…
９
戸
（
５
月
上
旬
現
在
）

入
居
予
定
時
期
　
10
月
１
日
以
降

申 

問
７
月
21
日
㈭
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

　
申
込
書
を
埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社
川
越

　
支
所
☎
０
４
９
‐
２
２
７
‐
６
４
０
８

　
に
郵
送

◎
申
込
書
は
、
市
役
所
５
階
市
街
地
整
備

課
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
（
所
沢
駅
・
小
手
指
・
狭
山
ケ

丘
）
で
入
手
で
き
ま
す
。

若
年
子
育
て
世
帯
向
け
県
営
住
宅
の
募
集

対
34
歳
以
下
の
夫
婦

入
居
予
定
日

　
９
月
23
日
㈮

申
問
７
月
21
日
㈭
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

　
申
込
書
を
埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社
☎
０

　
４
８
‐
８
２
９
‐
２
８
７
５
に
郵
送

◎
申
込
書
は
、
市
役
所
５
階
市
街
地
整
備

狭
山
丘
陵
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

①
初
め
て
の
自
然
観
察
会

　《
夜
の
湿
地
探
検
》

日
７
月
９
日
㈯
午
後
６
時
〜
８
時

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

定
申
し
込
み
先
着
20
人

持
飲
み
物
、
虫
よ
け

費
２
０
０
円

②
ひ
よ
こ
探
検
隊

　《
夏
の
森
で
遊
ぼ
う
！
》

日 

７
月
24
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30

分
対
４
〜
６
歳
の
未
就
学
児
と
親

定
申
し
込
み
先
着
15
人

持
昼
食
、
飲
み
物
、
虫
よ
け

費
１
０
０
円

③
定
例
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

日 

７
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分

集 

合
　
①
早
稲
田
大
学
バ
ス
停
（
小
手
指

駅
か
ら
同
校
行
き
西
武
バ
ス
）
②
③
同

セ
ン
タ
ー
（
下
山
口
駅
か
ら
徒
歩
15
分
）

７ 

月
の
休
館
日

　
４
日
㈪
、
11
日
㈪
、
19

日
㈫
、
25
日
㈪

申
問
①
②
同
セ
ン
タ
ー
☎
２
９
３
９
‐
９

　
４
１
２
に
電
話
③
当
日
受
け
付
け

課
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
（
所
沢
駅
・
小
手
指
・
狭
山
ケ

丘
）
で
入
手
で
き
ま
す
。

 

「
家
庭
の
日
」
推
進
事
業

『
青
少
年
〜
明
日
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
』

作
文
を
募
集

対
市
内
在
住
の
小
学
３
年
〜
中
学
３
年
生

テ 

ー
マ
　
▼
小
学
生
…
家
族
・
友
達
・
将

来
の
夢
な
ど
▼
中
学
生
…
家
族
・
学
校

・
社
会
・
将
来
の

夢
な
ど

作 

品
　
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
３
枚

以
上
５
枚
以
内
で

未
発
表
の
も
の
１

人
１
点

申
問
９
月
９
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
作
品

　
と
応
募
用
紙
を
、
市
役
所
２
階
青
少
年

　
課
☎
２
９
９
８
‐
９
１
０
３
に
提
出

◎
応
募
用
紙
は
、
市
立
小
・
中
学
校
で
配

布
の
ほ
か
、
同
課
で
入
手
で
き
ま
す
。

農
業
振
興
課
の
臨
時
職
員
を
募
集

対
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
を
使
え
る
方

定
１
人

内
事
務
・
イ
ベ
ン
ト
業
務
補
助

日 
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の

間
で
６
〜
７
時
間
（
年
に
数
回
、
土
・

日
曜
日
の
勤
務
あ
り
）

勤
務
開
始
日
　
８
月
15
日
㈪

申
問
７
月
11
日
㈪
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真

　
貼
付
）
を
〒
359
‐
8501
農
業
振
興
課
☎
２

　
９
９
８
‐
９
１
５
８
に
直
接
・
郵
送

健
康
管
理
課
の
臨
時
職
員
を
募
集

対
64
歳
以
下
の
方

定
１
人

内
事
務
補
助
、
電
話
・
窓
口
対
応
な
ど

日
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
保
健
セ
ン
タ
ー

勤
務
開
始
　
８
月
以
降

申
問
７
月
15
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真

　
貼
付
）
を
〒
359
‐
0025
上
安
松
１
２
２
４

　
‐
１
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
管
理
課
☎
２

　
９
９
１
‐
１
８
１
１
に
直
接
・
郵
送

保
育
園
夏
季
臨
時
職
員
を
募
集

対 

昭
和
26
年
４
月

２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
（
18

歳
未
満
・
高
校

生
を
除
く
）

◎
資
格
取
得
の
た

め
に
勉
強
中
の
学

生
、
継
続
的
に
勤

務
で
き
る
方
を
優

先
し
ま
す
。

①
夏
季
臨
時
保
育
士

日 

７
月
下
旬
〜
８
月
下
旬
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

時 

給
　
▼
有
資
格
者
…
９
７
０
円
▼
無
資

格
者
…
９
３
０
円

②
夏
季
臨
時
調
理
員

日 

７
月
下
旬
〜
８
月
下
旬
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
（
１
日
４
時
間
程
度
）

時
給
　
９
１
０
円

申
問
７
月
15
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真

　
貼
付
）
を
市
役
所
２
階
保
育
幼
稚
園
課

　
☎
２
９
９
８
‐
９
１
２
６
に
直
接

保
健
師
（
臨
時
職
員
）
を
募
集

対 

保
健
師
免
許
・
普
通
自
動
車
免
許
を
有

す
る
方

定
若
干
名

内 

成
人
・
母
子
健
康
相
談
、
乳
幼
児
健
診

な
ど

日 

月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
勤
務
開
始
日

　
応
相
談

申
問
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
支
援
課

　
☎
２
９
９
１
‐
１
８
１
３
に
電
話

保
健
師
・
助
産
師

（
助
手
／
登
録
制
）
を
募
集

対 

保
健
師
ま
た
は
助
産
師
免
許
を
有
す
る

方
内
乳
幼
児
健
診
、
健
康
相
談
な
ど

日 

月
〜
金
曜
日
午
後
０
時
45
分
〜
４
時
45

分
（
健
診
・
相
談
実
施
日
）

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
な
ど

申
問
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
支
援
課

　
☎
２
９
９
１
‐
１
８
１
３
に
電
話

看
護
師
（
臨
時
職
員
）
を
募
集

対 

看
護
業
務
経
験
が
あ
り
、
正
・
准
看
護

師
免
許
を
有
す

る
方
（
内
視
鏡

看
護
業
務
経
験

者
歓
迎
）

定
若
干
名

内 

病
棟
・
外
来
看

護
業
務

日
応
相
談

申
問
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
☎
２
９
９
２
‐

　
１
１
５
１
に
電
話

交
通
指
導
員
を
募
集

対
市
内
在
住
で
65
歳
未
満
の
方

定 

▼
中
富
小
学
校
区
…
１
人
▼
若
狭
小
学

校
区
…
１
人

内 

立り
っ

哨し
ょ
う

指
導
（
朝
１
時
間
、
夕
２
時
間

程
度
）、
交
通
安
全
教
室
な
ど

採
用
予
定
日

　
９
月
１
日
㈭

申
問
７
月
11
日
㈪
ま
で
に
交
通
安
全
課
☎

　
２
９
９
８
‐
９
１
４
０
に
電
話

保
育
園
等
運
営
審
議
会
委
員
を
募
集

　
保
育
行
政
な
ど
の
健
全
な
運
営
を
図
る

に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
た
め
、
無
作
為
抽
出
に
よ
り
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
通
知
が
届
い
た
方
は
、

ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

定
２
人
（
抽
選
）

任 

期
　
平
成
28
年
９
月
１
日
〜
30
年
８
月

31
日

問
保
育
幼
稚
園
課
☎
２
９
９
８
‐
９
１
２
６

募

集

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
法
律
は
？

障
害
者
さ
○
つ
解
消
法

 

応
募
方
法
は
15
面

ヒ
ン
ト
・
２
面

日日時場場所対対象定定員内内容持持ち物費費用(記載なしは無料)講講師申申し込み HPホームページ 検索 Ｅメール電申市HPから電子申請

問資源循環推進課☎ 2998‐ 9146

　プラスチックの中に
異物やペットボトルが
混ざり、リサイクルで
きない事態が発生して
います。適切なごみ分
別で資源化にご協力く
ださい。
 プラスチックとして出せるもの
▶ プラマーク表示がある汚れてい
ないプラスチック製容器包装

 プラスチックとして出せないもの
▶ 汚れが落ちないプラスチック製容器包装は、
「破砕ごみ類」で処分
▶ 歯ブラシやボールペンなど、道具として使
用していたプラスチック製品（プラマーク
表示がない製品）は、「破砕ごみ類」で処分
▶ ペットボトル本体は「ペットボトル」、ラベル・キャッ
プは材質により「プラスチック」か「雑紙」で処分

　毎月１回収集している古着・古布は、水
にぬれると資源化できないため、雨天時は避けて出してく
ださい。古着・古布を出した後に雨が降った場合は、収集
後、燃やせるごみとなります。ご協力をお願いします。

広報ところざわでいい商
ト コ ロ

品をＰＲ！
プレゼント提供事業者を募集中

◀毎月応募多
数のプレゼン
トコーナーで
商品をＰＲし
ませんか？

　15 面に掲載中の大人気コーナー「今月のプレ
ゼントクイズ」に自慢の逸品を提供いただける事
業者を随時募集しています。

①全戸配布　34万人の市民にＰＲできる！
②新規顧客　プレゼント当選者が来店します！
③事後ＰＲ　掲載記事の２次利用可能！

申問市HP（ プレゼント）で申込書を入手し、広
　報課☎ 2998‐ 9024 にメール・郵送・直接

プラスチックごみの
分別は、手作業です

３大メリット

リサイクルができない !?
プラスチック分別の現場

雨天時の古着・古布の収集

×
○


